
（様式４） 

重要取組シート 

取組項目 事業見直しの着実な推進 

現状・課題 

＜現状＞ 

・令和元年度は、市長自らの確認による全事業の見直しを実施。 

・「堺財務戦略」において、今後は行財政改革プログラムを策定せず、PDCA サイ

クルに基づく事業見直しを着実に推進することとしている。 

＜課題＞ 

・新型コロナウイルス感染症拡大により本市財政運営が厳しくなることが想定  

されることから、事業の抜本的な見直しが必要。 

・新型コロナウイルス感染症感染拡大防止と社会経済活動の両立に向けた事業の 

見直しが必要。 

取組みの 

内  容 

・事務事業の総点検を通じて、今回のコロナ対応を踏まえたゼロベースでの点検を

実施するため、事務事業の総点検シートを改訂のうえ、事業継続の必要性や社会

経済活動の変容に的確に対応できる事業の実施手法の改善等の観点から見直しを

推進。 

・昨年度に引き続き、事業見直しに関する職員提案を実施し、市民サービスの向上

や効果的・効率的な事業推進に関する提案を公募。 

・昨年度の事業見直しにおいて、今年度以降も継続して検討を進めることとしてい

る事業の着実な見直しに向けた取組を推進。 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
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前期 

（～7月） 

□ 事務事業の総点検（所管課による点検）の実施（7月） 

□ 事業見直しに関する職員からの提案募集（7月） 

中期 

（～11月） 

□ 事務事業総点検シートの前年度業績評価分の公表（８月） 

□ 市長・副市長による事業見直しの実施（９月～１０月） 

□ 事務事業総点検シートの今後の見直しに向けた点検結果の公表（11月） 

□ 事業見直し結果を次年度当初予算編成に反映（10月～1月） 

後期 

（～3月） 

□ 事業見直し結果の公表（２月） 

次年度 

以降 

□ 効果的・効率的な事業の推進に向け、PDCA サイクルに基づく事業見直しを 

着実に推進 
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